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（お知らせ） 
２８．１． ８ 

統合幕僚監部 

 

平成２７年度日米共同統合演習（指揮所演習）について 

 

自衛隊は、下記のとおり平成２７年度日米共同統合演習（指揮所演習）を実施いたし

ます。 
 

記 
 
１  演習の目的 

    我が国防衛のための日米共同対処に係る指揮幕僚活動並びに各種の事態に際しての

自衛隊の対応及び日米の協力に関して必要となる各々の調整要領、特に同盟調整メカ

ニズムについて演練・検証し、共同統合運用能力の維持・向上を図る。 
 
２ 実施時期 

  平成２８年１月１２日（火）～同年２月２日（火） 
 
３  実施場所 

  防衛省市ヶ谷地区その他演習参加部隊等の所在地及び在日米軍横田基地等  
 
４  統裁官 

（１）自衛隊：統合幕僚長    海   将  河 野 克 俊 

（２）米  軍：在日米軍司令官  空軍中将  ジョン Ｌ．ドーラン 
 
５  演習参加部隊等 

（１）防衛省・自衛隊 

ア 陸上自衛隊 

各方面隊、中央即応集団、中央管制気象隊、通信団、警務隊、中央情報隊、

陸上自衛隊中央会計隊、陸上自衛隊中央輸送業務隊、自衛隊体育学校、陸上自

衛隊幹部学校、陸上自衛隊幹部候補生学校、陸上自衛隊富士学校、陸上自衛隊

高射学校、陸上自衛隊航空学校、陸上自衛隊施設学校、陸上自衛隊通信学校、

陸上自衛隊武器学校、陸上自衛隊需品学校、陸上自衛隊輸送学校、陸上自衛隊

小平学校、陸上自衛隊衛生学校、陸上自衛隊化学学校、陸上自衛隊高等工科学

校、自衛隊中央病院、陸上自衛隊研究本部及び陸上自衛隊補給統制本部 

イ 海上自衛隊 

自衛艦隊、各地方隊、システム通信隊群、海上自衛隊東京業務隊、海上自衛

隊幹部学校及び海上自衛隊補給本部 

ウ 航空自衛隊 

航空総隊、航空支援集団、航空教育集団、航空システム通信隊、航空自衛隊

幹部学校及び航空自衛隊補給本部 

エ 共同の部隊 

自衛隊情報保全隊及び自衛隊指揮通信システム隊 

オ 幕僚監部等 

        内部部局、各幕僚監部及び情報本部 

（２）米軍等 

太平洋軍司令部、在日米軍司令部、在日米陸軍、在日米海軍、在日米空軍、在日

米海兵隊等 

 

統合幕僚監部  報道発表資料 



2 

 

（３）関係省庁 

内閣官房、外務省等 

 

６  その他 

（１）日米共同統合演習（指揮所演習）は、今回で２１回目の実施となる。（第１回目

は昭和６０年度に実施） 

（２）日米共同統合演習（指揮所演習）への関係省庁の参加は、３回目となる。（２３

年度に初参加） 

（３）１月１２日から１５日までの間に、演習の中で特に省庁間調整等の演練を目的と

した演習を実施する予定。 

 

 


